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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第４部門第１区分
【発行日】令和3年1月21日(2021.1.21)

【公表番号】特表2020-501047(P2020-501047A)
【公表日】令和2年1月16日(2020.1.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-002
【出願番号】特願2019-531310(P2019-531310)
【国際特許分類】
   Ｅ０３Ｄ  11/02     (2006.01)
   Ａ４７Ｋ  13/02     (2006.01)
   Ａ４７Ｋ  13/12     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｅ０３Ｄ   11/02     　　　Ｚ
   Ａ４７Ｋ   13/02     　　　　
   Ａ４７Ｋ   13/12     　　　　
   Ｅ０３Ｄ    9/08     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月1日(2020.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　しゃがみ込みトイレ用の便器であって、
　床と接触するための平らな基部を備え、前記基部は排水口を含み、前記平らな基部は前
方向と前記前方向に対して垂直な横方向とを含む平面を規定し、
　前記便器は前記基部を含む後方部分とユーザがまたがるための伸張した前面延在部分と
を規定するように形成され、前記前面延在部分は前記後方部分からほぼ前記前方向に延在
し、
　前記前面延在部分のうちの少なくとも幾分かは前記便器と前記床との間に隙間を提供す
るために前記基部に対して高くされまたは傾斜され、
　前記便器の開口部を規定するリムを備え、前記リムは、前記前面延在部分および前記後
方部分の両方の周囲を延在し、
　前記前面延在部分は前記基部から少なくとも２９０ｍｍ前記前方向に延在し、
　前記リムは前記前面延在部分全体にわたって前記基部に対して前記前方向に傾斜される
、便器。
【請求項２】
　前記リムは、平面視において輪郭を有し、２つの凹状の側部を介して凸状の伸張した前
面部に接続された凸状の後方部より形成されている、請求項１に記載の便器。
【請求項３】
　前記リムは、前記基部に対して垂直であり前記前方向に延在する側輪郭平面において、
前記基部に対して前記前面延在部分において傾斜され、好ましくは前記リムは前記側輪郭
平面において凹状であり、さらに好ましくは前記リムは前記側輪郭平面において斜行した
Ｕ字型輪郭を有し、前記リムの最前方の範囲は最後方の範囲よりも前記基部に対して浅い
傾斜を有する、請求項１または請求項２に記載の便器。
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【請求項４】
　前記後方部分の最小高さは前記前方向において前記排水口と一致する、請求項１～３の
いずれか１項に記載の便器。
【請求項５】
　壁は前記基部から前記リムへと延在し、前記基部に対して垂直な方向の前記壁の高さは
前記後方部分において最も低い、請求項１～４のいずれか１項に記載の便器。
【請求項６】
　前記前面延在部分はその最前方の範囲においてハンドルを提供するように形成される、
請求項１～５のいずれか１項に記載の便器。
【請求項７】
　トイレであって、
　請求項１～６のいずれか１項に記載の便器と、
　ユーザを前記便器の前記開口部の上方に支持するための支持部とを備え、
　前記支持部は前記便器の前記リムとほぼ対応するように形作られた最外縁を有し、
　前記支持部は実質的に平らな座部を有し、前記座部は開口部を前記支持部において取り
囲む、トイレ。
【請求項８】
　前記支持部において前記開口部を閉じるための蓋をさらに備え、これにより前記蓋およ
び支持部は共同で前記便器の前記開口部を閉じる、請求項７に記載のトイレ。
【請求項９】
　前記支持部は前記便器に枢動可能に取り付けられ、
　前記支持部は開位置と閉位置との間を枢動するように配置され、
　前記開位置において前記支持部は前記便器から離れて回転され、
　前記閉位置において前記最外縁は前記リムに当接する、請求項７または請求項８に記載
のトイレ。
【請求項１０】
　前記蓋は前記便器に枢動可能に取り付けられ、
　前記蓋は開位置と閉位置との間を枢動するように配置され、
　前記開位置において前記蓋は前記支持部から離れて回転され、
　前記閉位置において前記蓋は前記支持部に当接し、前記支持部において前記開口部を閉
じ、
　前記蓋および前記支持部の両方がそれぞれのそれらの閉位置に存在するときに、それら
は共同で前記便器の前記開口部を閉じる、請求項８に従属する、請求項９に記載のトイレ
。
【請求項１１】
　前記最外縁が前記便器の前記リムに当接するときに、前記支持部は前記支持部の外面お
よび前記便器の外面が当接部をわたって延在する連続面を形成するように配置される、請
求項７～請求項１０のいずれか１項に記載のトイレ。
【請求項１２】
　前記支持部は疎水性のまたは超疎水性の材料を備える、請求項７～請求項１１のいずれ
か１項に記載のトイレ。
【請求項１３】
　前記支持部を前記便器に枢動可能に接続するヒンジアセンブリをさらに備え、前記ヒン
ジアセンブリは水のジェットを前記便器へと導くためのノズルを含む、請求項７～請求項
１２のいずれか１項に記載のトイレ。
【請求項１４】
　水のジェットを前記便器へと導くために前記前面延在部分上に取り付けられたノズルを
さらに備える、請求項７～請求項１３のいずれか１項に記載のトイレ。
【請求項１５】
　給水用の給水口と、
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　前記リムの少なくとも一部に対してほぼ平行な前記便器内の隆起部とをさらに備え、
　前記隆起部は前記便器の周囲に水を運ぶために前記給水口と連通するチャネルを規定し
、
　前記チャネルの大部分は水が前記便器へと溢れ出ることを可能にするために開かれ、
　前記チャネルのうちの２つの長さ部分は水が前記便器へと溢れ出ることを阻止するため
に閉じられ、
　前記閉じられた長さ部分は前記前面延在部分のそれぞれの側に沿って延在し、
　前記チャネルは前記前面延在部分の最前方の範囲において開かれる、請求項７～請求項
１４のいずれか１項に記載のトイレ。
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